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評価コメント 

 本研究では、研究代表者がこれまで培ってきた高品質単一量子ドット-2次元フォトニクス結晶ナノ

共振器結合系の先駆的研究を更に発展させ、固体共振器量子電気力学の未踏領域を開拓することを目

指し、有限少数個量子ドットレーザを中心に新規光源及び新規量子情報素子への展開に向けた基盤研

究を推進している。 
 上記目的を達成するために、これまで長年にわたり構築してきた研究環境を有効に用い、当初の装

置トラブル等を克服し、「量子ドット・ナノ共振器形成基盤技術開発」、「固体共振器量子電気力学

探求」、「極限量子ドット光源開発」の3つの内容にわたり研究を推進している。そして、量子ドット

位置の高精度読み出し技術、量子ドットナノワイヤレーザの室温動作、無閾値レーザ発信の実現など

において、既に研究成果が着実に得られ始めていることから、本研究は研究計画に沿って、順調に進

捗していると評価できる。今後は、世界に先駆けた固体多重量子系の研究成果の発信と、新ナノ光源

創成に向けた研究の進展を期待したい。 
 

 
 
 


